
癌化学療法輸液約束処方　　骨髄異形成症候群

癌種 骨髄異形成症候群

レジメン名 MDS１：AZA点滴静注

薬 品 名  （商 品 名） 一　般　名 略号 標準投与量 投与経路 投薬期間 休薬期間 １クール期間

ビダーザ アザシチジン AZA 75㎎/m2 DIV DAY 1,2,3,4,5,6,7 ３週間 ４週間

【DAY 1,2,3,4,5,6,7】 【備考】

　　①生食　50ml　＋　アロキシ　0.75 ㎎　/　15分（DAY 1のみ） １）ビダーザは１Vを蒸留水10mlで溶解し、生食に混注する。

　　②生食　50ml　＋　ビダーザ　75㎎/m2　 　/　１０分 ２）原則、混合調整後、1時間以内に投与を終了すること。

　　③生食　50ml　/　全開 ３）５％ブドウ糖液、ヘタスターチ、重炭酸塩含有溶液とは混合不可。

４）Rp①のアロキシはDAY 1のみ投与。DAY 2～7は生食でラインキープ。

５）休日、祭日はスキップし、翌日投与。

６）投与時間要確認

癌種 骨髄異形成症候群

レジメン名 MDS1：AZA皮下注

薬 品 名  （商 品 名） 一　般　名 略号 標準投与量 投与経路 投薬期間 休薬期間 １クール期間

ビダーザ アザシチジン AZA 75㎎/m2 SC DAY 1,2,3,4,5,6,7 ３週間 ４週間

【DAY 1,2,3,4,5,6,7】 【備考】

　　①蒸留水(溶解液）　＋　ビダーザ　75㎎/m2　 　/　皮下注

３）混注後速やかに投与が出来ない場合は、冷所（２～８℃）で８時間保存可能。

　　取り出した後は３０分以内に投与を終了すること。

４）休日、祭日はスキップし、翌日投与。

５）投与時間要確認 R4.7.16改訂

１）ビダーザは１Vあたり蒸留水４mlを加え激しく振り混ぜて懸濁する。

２）原則、混合調整後、３０分以内に投与を終了すること。




